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鹿児島東西道路 トンネル（下り線）工事説明会 
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 ■ 工事説明会での主な意見 

○ 地下水への影響について 

・地盤改良を薬液注入工法で行った場合、井戸水への影響はないのか。 

  ＜薬液注入は局部的に行うため、井戸水への影響はないと考えている。 

・地下水がトンネル内に漏れることはないのか。 

  ＜水漏れしない構造がシールド工法の特徴であるため、トンネル内に地 

下水が入ることはない。 

○ 曙陸橋北側歩道橋撤去について 

・撤去時期はいつ頃になるのか。 

＜令和 3年後半から令和 4年にかけての撤去を考えている。 

○ 完成後の浸水対策について 

・トンネル部ではどのような浸水対策を行っているのか。 

＜トンネル内の１番低い箇所に貯水池を設置し、そこから排水ポンプで 

排水することとしている。 

○ 建物調査について 

・どこまでが建物調査対象範囲になるのか。 

＜個別説明済み。調査範囲の考え方については、鹿児島国道事務所ＨＰ 

に掲載します。 

※上記の意見については、工事現場の安全対策に十分配慮すると共に、関係 

機関との協議が必要な内容については、協議を進め対策を検討します。 

鹿児島東西道路において、以下のとおり工事説明会を開催しましたので、 

その結果について、お知らせします。 

■ 開催概要 

  １．日 時：令和 ２年 ８月３０日（日）１８：００～２０：００ 

  ２．場 所：鹿児島市立 武小学校 体育館 

  ３．議 事 （１）鹿児島東西道路の概要 

        （２）シールドトンネル工事 

        （３）甲南 IC（仮称）ランプ工事 

        （４）工事に伴う建物等の調査のお願い 

＜鹿児島東西道路に関する問い合わせ先 ＞ 

鹿児島国道事務所 工務課 課長   長 野    TEL 099-216-3853 


